
「嫌なにおいがしない」

「洗面台の広さ」「照明の明るさ」 使いやす

さや視覚的な快適性

女性と男性で異なる
“満足を生むトイレ”の条件

働く環境づくりにおいて、「快適さ」は誰にとっても欠かせないテーマです。

しかしその感じ方には、人によって少しずつ違いがあります。同じ“快適なトイレ”であっても、

女性と男性とでは、満足を左右するポイントが異なることがわかりました。

女性にとっての満足は
「清潔さ」と「思いやり」

男性は「機能性」と
「視覚的な快適さ」がポイント

調査データ：ウェルビーイングと職場のトイレ環境の関係に関する調査2025 LIXIL、横浜市立大学
調査対象：職場に通勤している20歳以上の方、有効回答数：1,957人（男性956人、女性1,001人 ）

「 清 潔さ」

「手荷物を置けるスペース」「コートを掛けら

れる場所」「室温の快適さ」 細やかな配慮も大きく影響

“自分をリセットできる時間”を

支える大切な存在

【 トイレの満足度に与える影響度 ：女性  】 【 トイレの満足度に与える影響度：男性  】
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「仕事に良い影響がある」と考える人は33％

仕事にどれくらい影響する？
トイレの“改善効果”

働く人のウェルビーイングを考えるうえで、職場のトイレ環境が果たす役割は小さくありません。

「トイレ改善が仕事に与える影響」を分析したところ、その影響の大きさは、

設備の良し悪しだけでなく、日々の管理の質にも支えられていることが明らかになりました。

約3割が「良い影響がある」と回答

「設備」と「サービス」、どちらも大切

【 トイレの設備やサービスが仕事に与える影響度：項目別 】

女性ほど、“仕事への影響”を強く実感

【 トイレの設備やサービスが仕事に与える影響度：男女別 】

【  トイレの設備やサービスが仕事に与える影響度 ：全体  】

調査データ：ウェルビーイングと職場のトイレ環境の関係に関する調査2025 LIXIL、横浜市立大学
調査対象：職場に通勤している20歳以上の方、有効回答数：1,957人（男性956人、女性1,001人 ）

清掃や維持管理といった“日々の

サービス”も同じように重視

※ サービスの頻度は一般的なものより高めにして
     そのニーズを探っています。
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「とても良い影響を

与える」と答えたタイプ3 男性に比べて女性の比率が高い

女性

男性
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